
退

跡

大
阪

・

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
高
槻
市
五
領
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
四
月
を
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
梶
原
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一昌
成
哲
也

・
宮
崎
康
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
を
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

梶
原
南
遺
跡
は
、
大
阪
平
野
の
北
東
最
奥
部
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は
北
摂
山

地
と
淀
川
に
狭
ま
れ
た
氾
濫
平
野
に
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
東
西
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
南

北
二
五
Ｏ
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
。

一
九
八
三
年
度
よ
り
三
次
に
わ

た
っ
て
、
府
営
住
宅
新
築
に
と

も
な
う
発
掘
調
査
を
梶
原
遺
跡

調
査
会
が
実
施
し
た
。
第

一
・

二
次
調
査
で
は
、
弥
生

・
古
墳

時
代
の
濤
や
奈
良
時
代
の
掘
立

柱
建
物
を
検
出
し
、
羽
口
や
鉄

滓
が
出
上
し
て
い
る
。
今
回
の

第
三
次
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
の
竪
穴
式
住
居
や
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物

・

井
戸
な
ど
を
検
出
し
、
弥
生
土
器
や
石
器
類
、
八
世
紀
に
属
す
る
土
師
器

・
須

恵
器

・
木
製
品

。
銅
製
帯
金
具
及
び
鋳
造

。
鍛
造
関
係
の
遺
物
な
ど
が
出
上
し

た
。木

簡
は
八
世
紀
中
頃
に
属
す
る
井
戸
２
の
底
で
検
出
し
た
。
こ
の
井
戸
は
方

形
の
掘
形
を
呈
し
、　
一
辺

一
・
三
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
を
測
る
。
井
戸
枠
は
隅
柱
を

使
用
せ
ず
、
横
桟
で
側
板
を
受
け
る
構
造
で
あ
る
。
上
下
三
段
分
み
と
め
ら
れ
、

下
段
の
内
法
は
○

・
三
五
ｍ
を
測
る
。
伴
出
遺
物
と
し
て
は
、
ヒ
ノ
キ
の
火
つ

け
木
と
少
量
の
上
器
類
が
あ
げ
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
新
屋
首
乙
売
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕］露
中館
∞
目

粗
く
調
整
し
た
と
ノ
キ
材
の
片
面
上
半
部
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「新
」
は
赤
外

線
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
判
明
し
た
も
の
で
、
新
屋
首
は

『
新
撰
姓
氏
録
』
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
氏
族
で
あ
る
。
そ
の
名
か
ら
み
て
、
こ
の
人
物
は
女
性
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

梶
原
南
遺
跡
の
西
方
約

一
〇
血
に
は
式
内
社
新
屋
坐
天
照
御
魂
神
社
が
鎮
座

し
て
い
る
。
そ
の
周
辺
地
域
は
律
令
期
に
は
摂
津
国
嶋
下
郡
新
屋
郷
で
あ

っ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
新
屋
首
の
活
動
本
拠
も
そ
の
付
近
に
も
と
め
ら
れ
よ
う
。
こ

の
木
簡
が
梶
原
南
遺
跡
で
出
上
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
地
と
新

屋
郷
と
の
関
係
を
し
め
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
木
簡
が
井
戸
底
か
ら
出
上
し
た
こ

(京都西南部)



1987年出上の木簡

と
、
人
名
の
み
記
し
て
い
る
こ
と
、
荷
札

・
付
札
な
ど
の
一
般
的
な
木
簡
と
は

異
な
り
斎
串
に
類
似
し
た
形
態
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
何
ら
か
の

祭
祀
に
使
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

梶
原
遺
跡
調
査
会

『梶
原
南
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
九
八
八
年
）

（宮
崎
康
雄
）




